
令和６年度 教育事業実施報告                                                                     

   

                      国立沖縄青少年交流の家 

 

１ 教育事業名  全国高校生体験活動顕彰制度 

「地域探究プログラム・オリエンテーション合宿 in とかしき」 

２ ね ら い  探究学習の手法を取り入れ、宿泊を伴うオリエンテーション合宿を通して、“離島”とい

うフィールドを課題対象とした｢地域課題の探究方法（実践活動を含む。）」を学習し、もの

ごとを探究する姿勢、主体的に取り組む態度、課題に向き合う力を身に付けるカリキュラ

ムを実施する。 

３ 期   日  令和６年７月１３日（土）～７月１５日（月） ２泊３日 

４ 場   所  国立沖縄青少年交流の家 

５ 募 集 定 員  日本在住の高校生及びそれに相応する学籍又は年齢にあるもの ８名 

６ 参 加 人 数  １１名 

７ 参加者内訳  男子６名、女子５名（高校３年生７名、高校２年生３名、高校１年生１名） 

８ 講   師  古波蔵 善之介 氏（渡嘉敷村商工会会長・とかしくマリンビレッジ社長） 

９ 実施プログラム 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 事業の様子  
 
 
 

 

 

 

 

 

     

地域づくりの実践       フィールドワーク①      フィールドワーク②（獣害）  



 

 

 

 

 

 

 

フィールドワーク②（稲作）     グループワーク①        グループワーク② 

 

 

 

 

 

 

 

グループワーク③      課題解決に向けての意見交換       修了証授与 

 

11 エピソード（参加者の声、アンケートより） 

【参加者(生徒)の声】 

・最初は 2 泊 3 日の探求合宿がどうなるかが少し不安だったけど、個性豊かなみんなと話し合いができて、

渡嘉敷島をまわれて新しい視点を身につけることができたので、この探究合宿に参加できて本当によかっ

たと思う。 

・去年学校での探究活動を行ったが、先生主体であまり良くなかった。しかしこの事業に参加してみると、

自分たちが主体となって完成はうすかったとしても、自分たちの力で探究のプロセスを実行できたことは

自分の自信や探究の仕方の理解へつながってよかった。 

・地元にはいろいろな問題があり、それを解決するために多くの人が動いていることがわかりました。 

・グループのみんなと意見交換できてよかった。また、ファシリテーターの方の援助が的確だった。 

・この事業を通して自分を変えることができた。発表ができるようになり、自立に近づいた感じがした。 

 

12 担当者所見 

（１） 成果 

・全カリキュラムを通して取り組むことで、ものごとを探究する姿勢、主体的に取り組む態度、課題に向き

合う力を身に付けることができた。 

・全国高校生体験活動顕彰について知り、オリエンテーション合宿に望むにあたっての姿勢や視点を身につ

け、高校生ならではの発想で取り組むことができた。 

・ゆとりある日程を組むことで参加者同士の交流が進んだ。違う地域の同年代の参加者と寝食を共にしなが

ら協働し直接関わることで、お互いの夢を語り合う等、SNS 等では得られない刺激が成長に繋がった。 

・探究の手法やプレゼンテーションに向けての取り組み方など、とても勉強になったという感想が多く、参

加した高校生が有意義な活動を実感していた。 

・地域との関わりをもつことができた。フィールドワーク時に参加者が積極的に質問することができたため、

意見交換会に向けてのグループワークでは建設的に課題解決策を考えることができた。 

（２）課題 

・フィールドワークの際の参加者の移動手段が確保できないため、募集人数を増やすことが難しい現状があ

るが、少しでも募集人数を増やせるように工夫したい。 

・講話の講師やフィールドワーク先の地元の方が次回も協力していただけるかが不透明なため、根気強く継

続して交渉し、協力していただける人材を確保したい。 

・地方ステージへエントリーする参加者を毎年出せていない。オリエンテーション合宿終了後のサポートの

方法を模索する必要がある。 


